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衆
議
院
議
員
奥
野
総
一
郎
君
提
出
農
業
に
お
け
る
高
温
被
害
及
び
害
虫
被
害
へ
の
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁

書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
奥
野
総
一
郎
君
提
出
農
業
に
お
け
る
高
温
被
害
及
び
害
虫
被
害
へ
の
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁

書 

一
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
高
温
や
害
虫
の
大
量
発
生
」
と
「
農
業
被
害
額
」
と
の
因
果
関
係
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
お
ら
ず
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
高
温
被
害
」
の
「
防
止
に
関
す
る
施
策
」
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
省
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
累
次
に
わ

た
り
、
「
高
温
に
伴
う
農
作
物
等
の
被
害
防
止
に
向
け
た
技
術
指
導
の
徹
底
に
つ
い
て
」
（
令
和
六
年
八
月
二
日
付
け
六
農

産
第
千
九
百
五
十
四
号
・
六
畜
産
第
千
五
百
九
号
農
林
水
産
省
農
産
局
農
業
環
境
対
策
課
長
・
農
林
水
産
省
畜
産
局
企
画
課

長
通
知
）
等
の
通
知
を
発
出
し
、
都
道
府
県
に
対
し
て
、
高
温
に
よ
る
農
作
物
等
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の
農
業
技
術
指

導
の
徹
底
を
図
っ
て
き
て
お
り
、
ま
た
、
令
和
五
年
度
補
正
予
算
等
で
措
置
し
た
「
産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
」

に
お
い
て
遮
光
の
た
め
の
資
材
の
導
入
等
の
高
温
に
よ
る
被
害
の
対
策
に
必
要
な
経
費
を
支
援
し
て
き
て
お
り
、
さ
ら
に
、

平
成
十
九
年
度
か
ら
毎
年
度
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
農
業
現
場
に
お
け
る
農
作
物
等
の
高
温
障
害
等
の
影
響
、



 

２ 

 

そ
の
適
応
策
等
を
「
地
球
温
暖
化
影
響
調
査
レ
ポ
ー
ト
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
公
表
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
施
策
は
、

農
業
現
場
に
お
い
て
活
用
さ
れ
、
高
温
に
よ
る
被
害
の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
御
指
摘
の
「
害
虫
被
害
」
の
具
体
的
な
内
容
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
同
省
に
お
い
て
は
、
指
定
有
害

動
植
物
（
植
物
防
疫
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
に
定
め
る
指
定
有
害
動
植
物
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
、
そ
の
防
除
を
適
時
で
経
済
的
な
も
の
に
す
る
た
め
、
同
法
第
二
十
三
条
第
一
項
に
定
め
る
発
生

予
察
事
業
に
よ
り
、
指
定
有
害
動
植
物
に
よ
る
農
産
物
へ
の
損
害
の
発
生
を
予
察
し
、
こ
れ
に
基
づ
く
情
報
を
農
業
者
に
提

供
し
て
い
る
ほ
か
、
同
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
「
指
定
有
害
動
植
物
の
総

合
防
除
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
的
な
指
針
」
（
令
和
四
年
農
林
水
産
省
告
示
第
千
八
百
六
十
二
号
）
に
基
づ
き
、
農
業
者

に
よ
る
指
定
有
害
動
植
物
の
発
生
状
況
に
応
じ
た
防
除
の
普
及
推
進
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
都
道
府
県

に
対
し
て
、
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
る
指
定
有
害
動
植
物
の
発
生
量
の
増
加
や
発
生
時
期
の
変
化
等
に
対
応
し
た
、
新
た
な

防
除
技
術
等
の
実
証
や
農
業
者
に
対
す
る
講
習
等
を
実
施
す
る
た
め
の
消
費
・
安
全
対
策
交
付
金
に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
施
策
に
よ
り
、
指
定
有
害
動
植
物
の
発
生
及
び
増
加
の
抑
制
並
び
に
こ
れ
が
発
生
し
た
場
合

に
お
け
る
駆
除
及
び
ま
ん
延
の
防
止
が
図
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 
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三
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
高
温
対
策
栽
培
体
系
へ
の
転
換
支
援
」
事
業
に
つ
い
て
は
、
夏
に
高
温
で
あ
っ
た
令
和
五
年
の
農
産
物
検
査

（
農
産
物
検
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
二
条
第
一
項
に
定
め
る
農
産
物
検
査
を
い
う
。
）
に
よ
り
一

等
と
証
明
さ
れ
た
水
稲
う
る
ち
玄
米
の
比
率
が
過
去
最
低
と
な
っ
た
こ
と
等
か
ら
、
令
和
五
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
高
温

で
あ
る
環
境
に
適
応
し
た
品
種
及
び
栽
培
技
術
に
係
る
資
材
等
の
導
入
に
必
要
な
実
証
に
係
る
経
費
を
緊
急
的
に
措
置
し
た

も
の
で
あ
り
、
今
後
は
当
該
事
業
に
よ
る
成
果
の
普
及
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
産
地
の
高
温
に
よ
る
被
害
へ
の
対
策
を
後

押
し
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
六
年
度
以
降
の
予
算
で
は
同
様
の
事
業
を
措
置
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
御
指

摘
の
「
遮
光
資
材
」
に
加
え
、
当
該
事
業
に
よ
る
支
援
の
対
象
と
し
て
い
た
資
材
等
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
令
和
六
年
度
補

正
予
算
で
措
置
し
て
い
る
「
産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
」
に
お
い
て
、
そ
の
導
入
に
必
要
な
経
費
の
支
援
が
可
能

で
あ
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
農
業
者
が
行
う
害
虫
被
害
防
止
対
策
や
そ
れ
に
付
随
す
る
対
応
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
五
年
度
補
正
予
算
等

で
措
置
し
た
「
産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
」
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
「
農
薬
散
布
に
よ
る
駆
除
」
に
必
要
な
農
業
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機
械
、
「
防
虫
ネ
ッ
ト
」
、
「
遮
光
資
材
」
等
の
導
入
に
必
要
な
経
費
を
支
援
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 


